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神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立綾瀬高等学校  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
学校関係者評価 

（ ３月 14日実施） 
総合評価（３月２７日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等  成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の学力向上に資
する、新しい学びとその
評価方法を確立し、組織
的な授業改善を一層進
める。 
②生徒が学ぶ意欲を向
上させ、課題解決力を身
に付けることのできる教
育課程を編成するととも
に新学習指導要領の完
全実施のための指導体
制を確立する。 

①ICT 機器を活用した
授業づくりを研究し、評
価方法を確立し、組織
的な授業改善に努め
る。 
②授業のＵＤ化を進め
ることで障害の有無に
関わらず共に学ぶ意識
を向上させ、課題解決
力を身に付けることがで
きる教育課程を編成す
る。 
 

①動画やオンライン授業
等、ICT 機器を活用した授
業と評価の研究を引き続き
行う。 
②本校生徒にとって必要な
学校のＵＤ化を検証し、必
要な対応を検証するととも
に組織的に課題の改善を
図る。 

①生徒による授業評価で
「授業以外における学び」
が定着したか。教室での
講義型から脱却した授業
の研究ができたか。 
②授業のＵＤ化を図れた
か。また、学校全体で UD
化を推進することができ
たか。 

①ほとんどの科目で動画やオン
ライン等、ＩＣＴ機器を活用した授
業を行うようになり、評価の研究
を引き続き行っている。 
②本校生徒にとって必要な学校
のＵＤ化を組織的に取り組んで
おり、授業プリント等校内での印
刷物はＵＤ化がかなり進んでい
る。 

①生徒による授業評価で
「授業以外における学び」
の定着については、引き
続き行っていく。教室での
講義型から脱却した授業
の研究は多くの科目で実
践しているが、さらに工夫
が必要である。 
②授業のＵＤ化について
は、板書などの手書きの
部分の工夫が必要であ
る。 

①ＩＣＴを併用する学び
が進み、生徒が理解し
やすい授業が定着して
いる。一層のＩＣＴ利活
用の深化に向け、研修
等、学校全体の取組が
必要ではないか。 
②組織的なＵＤ化によ
り、すべての生徒がわ
かりやすい環境づくり
が進んでいる。 

①この１年間で若手の教員
を中心にICTを活用した授
業は定着しつつある。しか
し、約半数の教員が導入に
足踏みしている状態であ
る。 
②組織的なＵＤ化について
は、全ての教員が実践して
いる。 

①年間行事予定に
オンライン授業週間
を設け、全職員で実
施する計画を立てて
いる。 
②新着任者にも組
織的なＵＤ化につい
て説明し継続的に行
っていく。 

２ 
生徒指導 
・支援 

①変化する社会と生徒
への理解を深め、いのち
を大切にする相談支援
体制を確立し、すべての
生徒に対し最適な支援
を行う。 
②部活動、生徒会行事
や委員会活動等の新し
い支援体制づくりを推し
進め、活動の活性化を実
現し、生徒の主体性の育
成を図る。 

①生徒支援の意識を高
めながら、支援を要する
生徒の情報共有やケー
ス会議、場合に応じた外
部機関との連携を通し
て、生徒の健全な成長
を支援する。 

② ②全ての生徒が関わる
ことができる行事の在り
方（行事のUD化）を探
るとともに、生徒が主体
となって学校行事を運
営できる能力を培う。 

③  

① ①各学年と Co との間での
定期的な生徒情報の共有
を行う。特に支援を要する
生徒に関しては、ケース会
議や SC・SSW との連携を
図りながら、手立てを講じつ
つ、教職員全体で、充実し
た学校生活をサポートす
る。 

② ②全ての生徒が積極的に
参加できる行事を検討する
とともに、部活動の活動実
績を、校内外の掲示物・
HP・Twitter を活用してこ
まめに紹介することで生徒
の主体性の醸成を図る。 

③  

①支援を要する生徒に関
して、ケース会議や SC・
SSW との連携を図りなが
ら、手立てを講じることが
できたか。教職員全体で、
充実した学校生活をサポ
ートすることができたか。 

① ②個々の生徒の特性を把
握し、行事の運営に反映
できているか。また、委員
会・係の活動状況が可視
化でき、HP・Twitter が
更新され、掲示物が常に
新しいものに変わっている
か。 

①各学年と Co との間での生徒
情報の共有や面談、「子どもサ
ポートドック」を通じて、支援を要
する生徒を把握した。SC・SSW
と連携しながら外部機関へとつ
なげた。後期より「学校生活のき
まり」を施行した。巡回を適宜行
い、生徒の日常生活を支援した。 
②文化祭においては実行委員
会等の生徒が積極的に参加し、
素晴らしい成果をあげた。 HP・
Ｘ（旧Ｔwitter）の更新も円滑に
行われている。 

①SC・SSW への相談件
数が増えている。人間関
係の構築に困難を抱えて
いる場合が多い。改善へ
の手立て、保護者との連
携や情報提供等々、臨機
の対応が必要となる。「学
校生活のきまり」の施行
によって生じる諸課題を
把握し、改善していく。 
②今後も行事を生徒主体
で実施するよう改善する。
また、担当職員の役割分
担の明確化とともに職員
全体で協力しあう雰囲気
づくりを醸成する。 

①子どもが抱える課題
が複雑化している。外
部機関との連携を進め
るとともに、生徒の日常
の状況を教職員で情
報共有し、初期対応で
きる体制の整備も併せ
て追及して欲しい。 
②部活動や行事を通じ
てコミュニケーション能
力育成を図ることは大
切である。一方で教職
員の働き方改革も進め
るべきである。 

①教職員（含 Co）と SC・
SSWとの連携の下、生徒支
援の手立てを検討、実践す
ることができた。反面、生徒
が抱える課題は複雑化して
おり、それらへの適切な初
期対応のあり方、環境の整
備が課題である。 
②生徒主体の行事づくりに
ついて一定の成果はあった
ものの、限られた期間でより
達成感が得られるよう、さら
に工夫する必要がある。 

①教職員、特に学年
団との連携を強め、
支援の方針を共有
しつつ、多様な視点
からのアプローチに
より、生徒の抱える
課題の早期の顕在
化と対応を図る。 
②マニュアルの計画
的な作成と、職員組
織の編成を早める
等、支援しやすい環
境づくりを整備する。 

３ 
進路指導 
・支援 

①進路データの蓄積と
分析により、エビデンスに
基づく「キャリア教育実
践プログラム」を実践し、
生徒の目標レベルを高
め、その進路希望の実現
を支援する。 
②「正解」のない課題を
発見し、その解決に挑
み、自らの学びと生き方
をデザインしようとする態
度や多様性を認めあい、
人と協働して積極的に社
会に貢献しようとする姿
勢を育成する。 

①エビデンスに基づく
「キャリア教育実践プロ
グラム」を実践推進し、
生徒自身で目標設定を
行い、主体的に目標を
達成できるための支援
を行っていく。 
②「正解」のない課題を
発見できるような取り組
みを行っていくとともに、
周りの人と助け合い協
力しあい積極的に社会
に貢献しようとする姿勢
を育成する。 
 

①民間Web学習教材の有
効活用や本校生徒の実態
を反映した進路マニュアル
を作成することで進路選択
を見据えた指導及び進路
データ分析等により個に応
じた的確な支援を行う。 
②資格試験取得やインター
ンシップ等の体験を通じて、
自己理解を深める等、上級
学校卒業後の進路を見据
え「正解」のない課題を発
見する仕掛けを工夫する。 

①民間 Web 学習教材の
有効活用や模擬試験等
の受験者数及び進路マ
ニュアルが有効活用でき
たか。 
②生徒が自ら設定した課
題の探究を進めていくこ
とができたか。探究活動
等の発表やアンケート等
で、自己評価及び他者評
価で高評価を得ることが
できたか。資格試験の受
験者数及び資格取得者
が増加したか。インターン
シップの参加生徒が増加
したか。 

①今年度より導入した民間
Web 学習教材の活用は良好で
ある。しかし、教科の特性もあり
教科間で活用にばらつきがあ
る。今後の活用について情報を
密にとり、本校に適した運用の
検討を進めていく。 
②資格試験、模試については定
期的に実施することができたが、
模試に関しては参加人数が少な
かった。夏休み期間中のインター
ンシップや看護体験等の参加者
は達成感があるとのことであっ
た。更に参加人数を増やせるよ
う、生徒への周知方法の課題を
残した。 

①今年度導入したばかり
で活用しきれていない部
分もあるが、どのような活
用方法があるか情報を集
め検討を進めていく。 
②模試等に関しては、周
知方法の検討を進め、参
加人数を増やせるよう時
間等、余裕をもって提示
できるようにする。 
インターンシップに関して
は、外部機関を活用し、本
校生徒の希望する分野・
職種を充実させていく。 

①自学自習の視点で、
民間 Web 学習教材の
活用は有効である。 
②外部との連携による
総合的探究の時間の
取組は素晴らしい。「正
解」のない学びの奥行
を更に深めてほしい。イ
ンターンシップ等につい
てもさらに充実した取
組となるよう、環境整備
を進めてほしい。 
 

①外部民間Web学習教材
導入により、授業等で取り
扱いの難しい部分に関して
も生徒の習熟度に応じて提
供することができた。また、
マニュアルも整理していくこ
とができた。しかし、活用方
法に関しては課題を残した。 
②模試等に関しては、計画
的に実施できた。探究活動
を通じて自己理解を深める
ことができた。 

①本年度の活用状
況を精査し、本校の
実情に応じた活用
方法を進め、提案し
ていく。 
②classroom等、周
知方法を工夫してい
く。また、検定試験を
利用した進路実現
方法もあることも周
知していく。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
学校関係者評価 

（ ３月 14日実施） 
総合評価（３月２７日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等  成果と課題 改善方策等 

４ 
地域等 
との協働 

①地域の変化を踏まえ 
た連携を深め、地域の教
育力を活用する。また、生
徒が学んだ成果を効果
的に発信し、地域に還元
する。 
②開かれた学校づくりを
行いチーム学校の具現
化を図る。 

①小学校との交流や老
人ホーム等の福祉施設
等との交流を推進する
ことで地域の人々ととも
に歩む学校づくりの推
進を図る。 
②学校運営協議会を有
効活用し、コロナ渦前の
活動を振り返り、地域に
開かれた学校の具現化
を図る。 

①地域との交流を推進し、 
地域の人々とともに主体的
に探究する精神を育む学習
活動を行う。また、学校見学
をより機動的なものとする
ための仕組みを工夫する。 
②コロナ渦前に行われてい
た活動をもとに学校運営協
議会での意見を参考に学
校の諸活動の改善を図る。 

①地域との交流により、生
徒の探究する学びについ
て PDCA サイクルの手法
を用いて推進できたか。
生徒が学んだ成果を効果
的に発信することができ
たか。 
②学校運営協議会委員
との意見交換が活発に行
われ、地域に開かれた学
校づくりができたか。 
 

①地域貢献活動を通して、地域
に対する愛着心と地道な作業の
重要さに気付かせることができ
た。 
②コロナ禍が一段落して、中学
生の学校見学や学校説明会等
が正常化してきた。また、新しい
試みとして、部活動体験デーを
実施したところ、大変好評であっ
た。更に、寺尾小学校との放課
後交流を推進し、その成果を地
域フォーラムで発表することがで
きた。 
 

①今後は近隣の福祉施
設等で交流する方法を探
りたい。 
②地域や学校内の人的
資源を活用し、生徒が活
躍し、力を発揮できる場を
設定するよう改善する。 

①地域のボランティア
活動の周知によって、
生徒の積極的な参加を
募ってみることも必要と
思う。 
②今年度開催の「あや
せスマイルウェーブ」の
取組は大成功であっ
た。次年度も、同様の活
動ができるとよい。 
 

①生徒の地域貢献活動の
意義や必要性については定
着してきている。 
②学校運営協議会の議論
から本校の活動について改
めて振り返ることができた。
さらに地域の中で生徒が活
躍し力を発揮できる場を設
定できるとよい。 

①ボランティア活動
など、新たな取組の
あり方を模索する必
要がある。 
②今年度の取組を
継続しつつ生徒の
新たな活躍の場を
探る必要がある。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①相互理解を深める教
育活動、インクルーシブ
教育推進に向けた環境
づくりを図り、共生社会
の実現を図る。 
②「いのち」を大切にし、
事故、災害や疾病に対し
自ら対応する力を育む。 
③教職員のキャリアステ
ージに応じた資質・能力
を高めるとともに、職員の
働き方改革を一層促進
し、効率的・組織的に学
校運営を進め、生徒と向
き合う時間を確保し、安
心し信頼される学校の管
理体制を構築し、維持す
る。 

①学習環境の UD 化を
積極的に取り入れる等、
インクルーシブ教育推進
に向けた環境づくりを促
進し、校内外において共
生社会の実現を図る。 
②学校が安全で安心な
学びの場となるよう教育
環境を整備し、生徒自ら
対応する力を育む。 
③すべての職員が働き
方改革を推進し、組織
的で機動的な学校管理
体制を図る。 

①学習環境の UD 化を進
めるとともに、キャリア支援
センターやリソースルームを
有効に活用し、生徒が相談
しやすい環境作りを進め
る。 
②避難場所や防災物品を
確認し、災害対策について
検討する。また、教室等の安
全点検を実施し、整備計画
を立てる。 
③教職員の資質・能力を高
めるために、ICT 機器の効
率的な利用を推進する。ま
た、業務を精選することで
組織的で機動的な学校管
理体制を図る。 

①学習のUD化の実現状
況及び生徒の満足度が
上昇したか。キャリア支援
センター及びリソースルー
ムにおける生徒相談の件
数が適切であったか。 
②綾瀬市防災担当者との
打ち合わせを実施できた
か。予算を含めた次年度
計画を立て、簡易な整備
は実施できたか。 
③教職員が生徒と向き合
う時間を確保しつつ、時
間外勤務の時間が減少し
たか。 

①年度当初に教室のＵＤ化につ
いて、職員間で意識共有を図り、
学習環境のＵＤ化を推進した。ま
た、今年度からリソースルームを
常時開放したことにより、クール
ダウンの必要な生徒の居場所づ
くりにつながった。 
②防災訓練やＡＥＤ講習会を計
画的に開催するとともに教室ロ
ッカーの整備や老朽化したエア
コン、下駄箱の更新計画を進め
ることができた。 
③職員の労務管理について、可
能な範囲でＰＣを活用した管理
とする等、学校管理体制の効率
化を進めることができた。 
 

①校内設備不良の関係
もあり、リソースルームを
必要以上にオープンにせ
ざるを得ず、使用法につ
いて規律を保てない部分
が出てきた。後期は、明確
な規律作りを促進してい
く。 
②綾瀬市と連携し、想定
外の事柄にも対応できる
防災訓練の実施を計画
的に進めていく。 
③生徒に向き合える時間
を確保しつつ、働き方改
革の着実な進展に向けた
学校管理体制を整備す
る。 

①必要とする生徒が必
要な時に利用できるリ
ソースルームの環境づ
くりは大切である。 
②自治会の防災訓練
が日曜日開催のため、
教職員の勤務の関係
で難しい面もあるが、学
校と地域が合同で実施
できる取組を模索した
い。 
③次世代の教職員を
確保する視点に立ち、
教職員の勤務時間の
削減等、労働環境の整
備を進めるべきである。 

①リソースルームの利用に
ついて、該当学年と連携を
取りながら、規律づくりに努
めてきた。年末に校内設備
が改善されたため、リソース
ルームの本来の利用（生徒
のクールダウンの場として）
ができるようになった。 
②防災訓練、AED 講習会、
校内安全点検等の実施を
行うとともに、老朽化した設
備の修繕、備品の更新等を
すすめることができた。 
③職員のＰＣを活用した労
務管理により、事務処理の
時間を削減することができ
た。時間外勤務の減少に向
けて、より一層工夫する必要
がある。 
 

①新しく赴任する教
員に向けて、学習環
境のUD化についい
てさらに周知徹底し
ていく必要がある。ま
た、クールダウンの
場としてリソースルー
ムを利用することに
ついて、生徒の心理
的ハードルを下げる
必要がある。 
②自治会との合同
防災訓練の取組の
検討を進める。 
③衛生委員会等、あ
らゆる組織を活用し
て、働き方改革を推
進する必要がある。 

 


